
行
政
相
談
所

① 

と　

き

：

７
月
18
日（
水
）
午
後
１

時
〜
３
時

　

と
こ
ろ

：

市
役
所 

第
３
会
議
室

② 

と　

き

：

７
月
27
日（
金
）
午
後
１

時
〜
４
時

 

と
こ
ろ

：

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
総
務
課（
あ
２
２
―

８
１
１
２
／
い

２
２
―

１
０
８
７
）

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

と　

き

：

７
月
20
日（
金
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心

内　

容

：

無
料
で
弁
護
士
、司
法
書
士

な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
中
部
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
あ
２
２
―

３
０
０
０
）

市
民
生
活
相
談
窓
口

　

生
活
全
般
の
困
り
ご
と
の
相
談
窓

口
を
設
け
て
い
ま
す
。

問
市
民
生
活
相
談
室（
あ
２
２
―

２
７

１
７
／
い
２
３
―

３
７
０
１
）

精
神
障
が
い
者
家
族
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

 　

家
族
に
よ
る
家
族
の
た
め
の
電
話

相
談
で
す
。
匿
名
で
も
受
け
付
け
ま

す
の
で
、気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

 

実
施
日

：

毎
月
第
３
木
曜
日
午
後

１
時
〜
４
時

　

相
談
料

：

無
料
※
通
話
料
は
別
途
必
要

　

 

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

：

０
９
０
―

３

　

８
８
０
―

３
４
９
８

　

問 

鳥
取
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会
事

務
局
（
あ
０
８
５
７
―

２
１
―

３
０
３
１

／
い
０
８
５
７
―

２
１
―

３
０
３
４
）

地
元
消
費
の
拡
大
で
、

倉
吉
を
も
っ
と
元
気
に
!!

　

現
在
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中

で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
へ
の
取

り
組
み
は
非
常
に
重
要
で
す
。
地

域
経
済
を
元
気
に
す
る
た
め
に

は
、
地
域
内
で
資
金
が
循
環
す
る

「
景
気
に
左
右
さ
れ
な
い
自
立
し

た
地
域
経
済
」
を
目
指
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
買
物
や
外
食

な
ど
の
際
に
、
地
元
の
商
店
・
飲

食
店
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
地
域

内
で
資
金
が
循
環
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
と
市
民
生
活
の
向
上
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

倉
吉
市
で
は
地
元
消
費
の
拡
大

の
た
め
、
次
の
３
点
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
提
唱
し
ま
す
。

●
買
物
、
外
食
、
宴
会
は
地
元
で
。

● 

地
元
の
農
産
物
を
消
費
し
ま
し

ょ
う
。

● 

地
元
で
生
産
・
加
工
さ
れ
た
地

場
産
品
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト「
く
ら
し
よ

しＮ
ａ
ｖ
ｉ

」で
は
、中
部
地
域
の
お
店
・

名
産
品
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
p
io
n
e
t.o
r.jp
/

k
u
ra
sh
iy
o
sh
i/

問
商
工
課（
あ
２
２
―

８
１
２
９
／
い

２
２
―

８
１
３
６
）

電
気
を
消
し
て
、
未
来
を

見
つ
め
よ
う

　

夏
至
と
七
夕
の
夜
、
施
設
や
家

庭
の
照
明
を
落
と
し
て
、
地
球
温

暖
化
防
止
やC

O
2

削
減
に
つ
い

て
考
え
る「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
は
、
今
年
10
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

倉
吉
市
で
も
、
７
月
７
日（
土
）

の
午
後
５
時
30
分
か
ら
10
時
の
う

ち
の
２
時
間
の
消
灯（
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
）
を
庁
舎
や
関
係
施
設
で
、

実
施
し
ま
す
。

　

各
家
庭
で
も
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

電
気
を
消
し
て
、
地
球
と
私
た

ち
の
未
来
に
つ
い
て
想
い
を
巡
ら

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。　

※ 

消
灯
時
間
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
や

家
庭
の
都
合
に
あ
わ
せ
、
適
宜
設
定

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

荒
天
、
災
害
な
ど
緊
急
の
対
応
が
必

要
と
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
た
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

問
環
境
課（
あ
２
２
―

８
１
６
８
／
い

２
２
―

８
１
３
６
）

住
民
基
本
台
帳
法
が
一
部

改
正
さ
れ
ま
す

　

７
月
９
日（
月
）、
住
民
基
本
台

帳
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

【
主
な
改
正
内
容
】

外
国
人
関
係

① 

外
国
人
登
録
法
が
廃
止
さ
れ
、

外
国
人
も
住
民
基
本
台
帳
法
の

適
用
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

 　

現
在
、
外
国
人
は
外
国
人
登

録
法
に
基
づ
き
外
国
人
登
録
原

票
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
日
本

人
と
は
登
録
の
形
が
異
な
っ
て

い
ま
す
。
外
国
人
に
つ
い
て

は
、「
外
国
人
登
録
原
票
記
載

事
項
証
明
書
」
で
居
住
地
な
ど

の
証
明
を
し
て
い
ま
す
が
、
改

正
後
は
、
外
国
人
も
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

り「
住
民
票
」で
証
明
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

② 

外
国
人
の
在
留
資
格
や
在
留
期

間
の
変
更
は
、
地
方
入
国
管
理

局
へ
の
届
出
の
み
で
よ
く
な
り

ま
す（
市
役
所
へ
の
届
出
は
必

要
な
く
な
り
ま
す
）。

③ 

改
正
後
は
、
日
本
人
と
同
様
に
外

国
人
も
転
出
届
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
転
出
証
明
書
の
交
付
を
受

け
、
転
入
先
の
市
町
村
長
に
転

入
届
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

出
国
す
る
と
き
も
国
外
転
出
の

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か

　

ほ
か
の
市
町
村
へ
住
所
を
移
し

た
場
合
で
も
、
引
き
続
き
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
場
合
は
、
転
入
・
転
出
の
手
続

き
の
際
に
は
カ
ー
ド
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

【
エ
キ
パ
ル
倉
吉
行
政
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
の
臨
時
休
業
】

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
作
業
の
た
め
エ
キ
パ
ル
倉
吉
行

政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
臨
時
休

業
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
し
ま
す
。

と　

き

：

７
月
７
日（
土
）・
８

日（
日
）の
終
日

問
市
民
課（
あ
２
２
―

８
１
５
５
／
い

２
２
―

２
９
５
４
）

一
般
寄
附
金
と
し
て

１
万
円
＝
和
歌
山
市
船
所

：

香
川 

長
徳
さ
ん

倉
吉
歴
史
民
俗
資
料
館
資

料
と
し
て

千
刃
ほ
か
農
具
４
点
＝
国

分
寺

：

小
谷 

陽
一
郎
さ
ん

2012.7（12）



第
62
回
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
強
調
月
間

　

倉
吉
市
は
、
７
月
を「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
〜
犯
罪
や
非
行

を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る

地
域
の
チ
カ
ラ
〜
強
調
月
間
」
と

し
て
、
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

【
今
年
の
目
標
】

① 

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う
。

② 

犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う

地
域
社
会
で
支
え
よ
う
。

③ 

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域

社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

協
力
し
よ
う
。

　

関
係
機
関
・
団
体
の
連
携
を
推

進
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
、
誰
も

が
参
加
で
き
る
幅
広
い
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
夢
や
希
望

を
持
っ
て
お
互
い
に
支
え
合
い
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る

い
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
月
間
の
主
な
行
事
】

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
な

ど
の
配
布
、
ビ
デ
オ
上
映

と　

き

：

７
月
22
日（
日
）
午
前

10
時
〜

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心
ア
ト

リ
ウ
ム

※ 

運
動
で
活
用
す
る「
黄
色
い
羽
根
」

は
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
ひ
ま

わ
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

問
総
務
課（
あ
２
２
―

８
１
１
２
／
い

２
２
―

１
０
８
７
）

各
地
域
の
将
来
を
皆
で
考
え
る

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

　

農
業
や
地
域
・
集
落
を
取
り
巻

く
問
題
は
、
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
で
、

５
年
後
、
10
年
後
の
展
望
が
描
け

な
い
な
ど
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
将
来
、
特
に
、

・ 

ど
の
よ
う
な
経
営
体
が
中
心
と

な
っ
て
地
域
農
業
を
引
っ
張
っ

て
い
く
の
か
。

・ 

ど
う
や
っ
て
中
心
と
な
る
経
営

体
に
農
地
を
集
め
て
い
く
の
か
。

・ 

新
規
就
農
者
を
ど
の
よ
う
に
地

域
に
定
着
さ
せ
て
い
く
の
か
。

に
つ
い
て
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

担
い
手
農
家
や
、
そ
の
担
い
手
に

集
積
す
る
農
地
を
定
め
る「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」の
作
成
を
始
め
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
、
新
規
就
農
者
の
増
加
を
図
る

「
青
年
就
農
給
付
金
」や
中
心
と
な

る
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
を
促

進
・
支
援
す
る「
農
地
集
積
協
力

金
」
な
ど
の
支
援
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

※ 

交
付
金
・
協
力
金
の
交
付
を
受
け
る

た
め
に
は
、
要
件
が
あ
り
ま
す
。

問
農
林
課（
あ
２
２
―

８
１
５
７
／
い

２
３
―

９
１
０
０
）

カ
ラ
ス
の
一
斉
捕
獲
を
実

施
し
ま
す

　

カ
ラ
ス
に
よ
る
果
樹
園
な
ど
へ

の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
カ
ラ
ス
の

一
斉
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

　

事
故
防
止
の
た
め
、
実
施
当
日

の
早
朝
は
、
山
や
果
樹
園
に
近
寄

ら
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
実
施
日
】

１
回
目

：

７
月
８
日（
日
）

２
回
目

：

８
月
19
日（
日
）

【
実
施
場
所
】市
内
全
域
の
山
、
果

樹
園
付
近

【
実
施
時
間
】日
の
出
〜
約
３
時
間

問
農
林
課（
あ
２
２
―

８
１
５
７
／
い

２
３
―

９
１
０
０
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
31
日

現
在
で
、
常
用
労
働
者
を
１
〜
４

人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象

と
し
て
、
毎
月
勤
労
特
別
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
賃
金
、
労
働
時

間
、
お
よ
び
労
働
者
数
の
動
向
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
大
切
な
調
査
で
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
に

は
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に

か
け
て
、
調
査
員
が
訪
問
し
て
調

査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、

「
統
計
法
」に
よ
り
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
調
査
の
重
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
総
合
政
策
課（
本
庁
舎
１
階
／
あ

２
２
―

８
１
５
９
／
い
２
３
―

３
７
０
１
）

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

と
監
査
委
員
事
務
局
の
電

話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た

旧
電
話
番
号

：

２
２
―

８
１
１
９

新
電
話
番
号

：

２
２
―

８
１
４
７

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
お
よ

び
監
査
委
員
事
務
局（
あ
２
２
―

８
１
４

７
／
い
２
２
―

８
１
７
０
）

心と体が元気になるよう、ダンスでお手伝します。

（13）平成 24.7



Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ー
タ
放
送「
河
川
等

防
災
情
報
」を
配
信
中
で
す

　

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局

は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ー
タ
放
送
を
利
用
し

て
、天
神
川
な
ど
の
河
川
情
報（
雨

量
、水
位
）を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

倉
吉
市
に
お
い
て
も
、
多
く
の

水
位
観
測
所
が
あ
り
ま
す
。

　

洪
水
時
に
は
、
早
め
の
警
戒
と

情
報
収
集
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

配
信
さ
れ
る
情
報
を
有
効
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
防
災
安
全
課（
あ
２
２
―

８
１
６
２

／
い
２
２
―

１
０
８
７
）

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
等
に
書
状
を
贈
呈
し
ま
す

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な

ど
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務

に
従
事
し
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救

護
看
護
婦
、
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦（
慰
労
給
付
金
受
給
者

は
除
く
）
に
対
し
、
そ
の
ご
苦
労

に
報
い
る
た
め
に
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

請
求
期
限

：

平
成
25
年
３
月
31

日（
日
）

※
請
求
書
類
等
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

問
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室

業
務
担
当（
あ
０
３
―

５
２
５
３
―

５
１

８
２
）

市
民
体
育
大
会
・
水
泳
競
技

の
部
参
加
者
を
募
集

　

市
民
体
育
大
会
の
夏
季
大
会
と

し
て
、
第
13
回
水
泳
競
技
の
部
を

開
催
し
ま
す
。

※ 
県
民
ス
ポ
レ
ク
大
会
の
予
選
会
も
兼

ね
て
い
ま
す
。

【
と　

き
】
７
月
16
日（
月
・
祝
）
午

前
10
時
競
技
開
始

【
と
こ
ろ
】小
鴨
小
学
校
プ
ー
ル

【
競
技
方
法
】競
技
は
す
べ
て
男
女

別
、
学
年
別
・
年
齢
別
タ
イ
ム
レ

ー
ス
決
勝

【
参
加
資
格
】

① 

平
成
24
年
４
月
２
日
現
在
の
満

年
齢
を
基
準
と
し
ま
す
。

② 

１
人
２
種
目
以
内（
リ
レ
ー
は

除
く
）

【
参
加
費
】

小
・
中
学
生

：

無
料

大　

人

：

５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

【
要
項
・
申
込
書
】
倉
吉
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
期
限
】７
月
７
日（
土
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
倉
吉
水
泳
協
会（
あ

２
２
―

６
６
９
９
／
い
２
２
―

６
６
８
２
）

集
落
支
援
員
を
募
集

　

倉
吉
市
は
、
地
域
と
と
も
に
抱

え
る
課
題
を
話
し
合
い
、
解
決
の

た
め
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す

る｢

集
落
支
援
員｣

を
募
集
し
ま
す
。

集
落
支
援
員
配
置
地
区

：

明
倫

地
区
、
北
谷
地
区
、
関
金
地
区

募
集
人
数

：

各
地
区
１
人

業
務
内
容
例

・ 

地
域
、
集
落
の
調
査
、
点
検
お

よ
び
巡
回

・ 

地
域
、
集
落
の
課
題
の
把
握
お

よ
び
抽
出

・ 

地
域
、
集
落
の
維
持
や
活
性
化

対
策
の
支
援　
　

な
ど

雇
用
形
態

：

倉
吉
市
非
常
勤
嘱

託
職
員
と
し
て
採
用

雇
用
開
始
日

：

８
月
１
日（
水
）

募
集
期
間

：

７
月
２
日（
月
）
〜

13
日（
金
）

募
集
要
項

：

勤
務
条
件
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
総
合
政
策
課
、
関

金
支
所
支
所
管
理
課
、
お
よ
び
配

置
地
区
公
民
館
で
配
布
し
ま
す
。

倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。

問
総
合
政
策
課（
あ
２
２
―

８
１
６
１

／
い
２
２
―

８
１
４
４
）

「
や
ら
い
や
中
部
！
実
践
者

養
成
事
業
」第
２
回
募
集

〜
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
団
体

を
応
援
し
ま
す
〜　

　

中
部
地
域
の
活
性
化
を
目
的

に
、
意
欲
あ
ふ
れ
る
住
民
の
皆
さ

ん
の
活
動
に
対
し
て
、
支
援
金
を

支
給
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
域
連
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
対
象
団
体
】企
業
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど

【
対
象
事
業
】中
部
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
ソ
フ
ト
事
業　

【
支
援
金
の
交
付
額
】

区
分
Ⅰ

：

10
万
円

区
分
Ⅱ

：

30
万
円

【
申
請
期
限
】７
月
25
日（
水
）午
後

５
時（
必
着
）

問
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
事
務

局
中
部
発
信
課(

あ
３
６
―

５
２
３
３
）

自
衛
官
募
集
説
明
会

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、来
年
度

入
隊
の
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
対
象
者
】

一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補

生

：

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

航
空
学
生

：

高
等
学
校
を
卒
業

し
た（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
人

特定公共賃貸住宅入居者を募集
（中堅所得者向け）

【募集住宅】

住宅名 部屋番号 間取り 家  賃
戸　

数

駐
車
場

風　

呂

鴨川町住宅
２階 ２１４号

２階 ２１５号
２ＤＫ
（７０．４６㎡）

４３，０００円
～６９，０００円

２
戸
１
台 
有 

【募集期間】随時受付（先着順）

【入居基準】

① 親族２人以上で同居すること（６親等内の血族、

配偶者、３親等内の姻族）

② 収入基準を満たしている人（世帯の月額所得が、

１５８，０００円以上、４８７，０００円以下の人）

※ ただし、１５８，０００円以下であっても、年齢が５０歳未満、
所得が１２０，０００円以上で、今後所得の上昇が見込ま
れ、市長が認める人については申し込み可能です。

※家賃は、入居者世帯の収入により決定されます。

※住宅内の見学を希望する場合は、ご連絡ください。

問景観まちづくり課（あ２２―８１７５／い２２―８１４０）
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※ 

年
齢
は
い
ず
れ
も
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在

【
募
集
説
明
会
】

と　

き

：

７
月
26
日（
木
）
午
後

６
時
30
分
〜

と
こ
ろ

：

市
役
所 

第
１
会
議
室

※ 

申
し
込
み
は
不
要
で
、
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

問
自
衛
隊
鳥
取
地
方
協
力
本
部
倉
吉
地

域
事
務
所（
あ
／
い
２
６
―

２
９
０
０
）

放
送
大
学
講
演
会

　

「
余
命
５
年
」と
宣
告
さ
れ
た
後

に
、
通
信
制
高
校
、
大
学
、
さ
ら

に
大
学
院
に
進
学
し
、
今
春
卒
業

し
た
講
師
が
、「
学
び
」に
つ
い
て

語
り
ま
す
。

と　

き

：

７
月
８
日（
日
）
午
後

１
時
20
分
〜
３
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ 

視

聴
覚
ホ
ー
ル

講　

師

：
服
部 

道
子
さ
ん 

演
題
と
内
容

：「
生
き
て 

そ
し

て
・
輝
い
て
―
生
き
る
こ
と
は
学

ぶ
こ
と
」

参
加
料

：

無
料（
申
込
不
要
）

※ 

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

（
あ
０
８
５
７
―

３
７
―

２
３
５
１
／
い

０
８
５
７
―

３
７
―

２
３
５
２
）

放
射
線
問
題
を
考
え
る
講

演
会

　

倉
吉
市
女
性
連
絡
会
で
は
、
放

射
線
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
私

た
ち
に
で
き
る
環
境
・
エ
コ
対
策

な
ど
を
考
え
る
た
め
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

と　

き

：

７
月
29
日（
日
）
午
前

10
時
〜
11
時
40
分

と
こ
ろ

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ 

視

聴
覚
ホ
ー
ル

講　

師

：

鳥
取
県
危
機
管
理
局 

危
機
対
策
・
情
報
課
職
員
な
ど

演　

題

：「
私
た
ち
の
身
の
回
り

の
放
射
線
問
題
を
考
え
る
」

参
加
料

：

無
料（
要
事
前
申
込
）

※ 

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
定
員（
１
５
０

人
）に
満
た
な
い
場
合
は
、
当
日
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

問
倉
吉
市
女
性
連
絡
会
事
務
局（
生
涯

学
習
課
内
／
あ
２
２
―

８
１
６
７
／
い

２
２
―

１
６
３
８
）

文
化
財
講
演
会

　

倉
吉
文
化
財
協
会
で
は
、毎
年
、

文
化
財
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
鋳い

も

じ

物
師
や
民
具
な
ど

に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

と　

き

：

８
月
４
日（
土
）
午
後

１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

：

成
徳
公
民
館

講　

師

：

石
野 

律
子
さ
ん（
神
奈

川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
）

参
加
費

：

無
料

問
文
化
財
課（
あ
２
２
―

４
４
１
９
／

い
２
２
―

２
３
０
３
）

天
神
川
流
域
一
斉
清
掃

　

４
月
に
、
悪
天
候
の
た
め
中
止

と
な
っ
た
天
神
川
一
斉
清
掃
を
改

め
て
行
い
ま
す
。

と　

き

：

７
月
22
日（
日
）
午
前

７
時
〜（
小
雨
決
行
）

※ 

雨
天
中
止
の
場
合
、
７
月
29
日（
日
）

午
前
７
時
〜

集
合
場
所

：

左
表
の
と
お
り

問
建
設
課（
あ
２
２
―

８
１
６
９
／
い

２
２
―

８
１
７
９
）、
ま
た
は
関
金
支
所

支
所
管
理
課（
あ
４
５
―

２
１
１
１
／
い

４
５
―

３
９
６
４
）

「
旧
暦
の
七
夕
会
」

昔
遊
び
体
験
教
室

　

市
指
定
文
化
財
の
倉
吉
淀
屋
を

会
場
に
七
夕
飾
り
を
し
、
昔
遊
び

体
験
や
昔
話
語
り
を
行
い
ま
す
。

　

手
作
り
教
室（
竹
箸
作
り
、折
り

紙
の
立
体
人
形
作
り
）
や
、
お
手

玉
、竹
と
ん
ぼ
、け
ん
玉
、メ
ン
コ
、

コ
マ
と
い
っ
た
懐
か
し
い
遊
び

を
、
家
族
や
友
達
と
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

【
と　

き
】７
月
28
日（
土
）

午
前
の
部

：

午
前
10
時
30
分
〜

正
午

午
後
の
部

：

午
後
１
時
30
分
〜

４
時

【
と
こ
ろ
】倉
吉
淀
屋（
東
岩
倉
町
）

【
参
加
料
】無
料

問
文
化
財
課（
あ
２
２
―

４
４
１
９
／

い
２
２
―

２
３
０
３
）

「
ぐ
る
り
水
の
探
検
」

小
学
生
親
子
の
参
加
募
集

　

水
に
関
す
る
施
設
を
訪
問
し
、

水
の
循
環
や
利
用
、
浄
化
な
ど
に

つ
い
て
見
学
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水

が
ど
ん
な
旅
を
し
て
い
る
か
、
一

緒
に
探
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き

：

７
月
28
日（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

見
学
場
所

：

東
郷
ダ
ム
、
円
谷

町
水
源
地
、
天
神
浄
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者

：

小
学
生
の
親
子

定　

員

：

40
組（
先
着
順
）

申
込
期
間

：

７
月
２
日（
月
）
〜

20
日（
金
）

問
鳥
取
県
天
神
川
流
域
下
水
道
公
社（
あ

３
５
―

４
４
２
３
／
い
３
５
―

３
６
４
４
）

【天神川流域一斉清掃】
各地区の集合場所

地区名 集合場所

①上北条地区
天神川左岸
新田橋西詰河川敷

②上井地区１
天神川右岸
新田橋東詰（水辺の楽校）

③上井地区２
天神川右岸
大塚橋東詰河川敷

④西郷地区１
天神川右岸
竹田橋東詰河川敷

⑤西郷地区２
天神川右岸
大原橋東詰河川敷

⑥上灘地区１
小鴨川左岸
巌城橋北詰堤防

⑦上灘地区２
小鴨川右岸
三明寺橋南詰河川敷

⑧上灘地区３
天神川左岸
竹田橋西詰河川敷

⑨上灘地区４
天神川左岸
大原橋西詰下流堤防

⑩成徳地区
小鴨川右岸
三明寺橋南詰河川敷

⑪ 明倫地区・
小鴨地区

小鴨川右岸
出口橋南詰河川敷

⑫高城地区 高城小学校

⑬小鴨地区 養護学校前河川敷

⑭上小鴨地区
小鴨川右岸
大鴨橋南詰（水辺の楽校）

⑮関金地区 市役所関金支所

※右岸・左岸＝下流に向かっての表現

（15）平成 24.7



E V E N T 　 I N F O R M A T I O N

まちのイベント
第４７回倉吉幼稚園バザー大会
　年に１度、掘り出し物たくさんのバザー大会で

す。ぜひお立ち寄りください。

と　き：７月８日（日）午前１０時～午後１時

ところ：倉吉幼稚園（仲ノ町）

内　容：贈答品販売コーナー／子どもが喜ぶお楽

しみゲームコーナー／安全安心、自信の手作りお

菓子コーナー／飲食物販売コーナー（屋台形式）

問倉吉幼稚園（あ２２―４６８０）

倉吉商工会議所青年部 

第４回ちびっこフェスティバル
　子どもたちが普段接することのできない「働く

車」の実物に触れることができます。「働く車」の社

会における役割を親子で考えてみませんか？

　今年は、東日本大震災からの復興＝地域活性化

と捉え、実際に地域を盛り上げようと活動してい

るＫＲＳ４８や地域団体とコラボレーションして盛

り上げていきます。

【と　き】７月１６日（月・祝）午前１０時～午後４時

【ところ】パープルタウン駐車場

問倉吉商工会議所青年部（あ２２―２１９１／い２２―２１９３）

ボディ・リセットボディ・リセット
～バランスボールなどで自分の体を知ろう～

「

お
ひさ
ま」のイベン

ト

「

お
ひさ
ま」のイベン

ト

　出産、育児を経て、女性の体は少しずつ変化しま

す。肩こり、腰痛を感じることはありませんか？そ

れは、体のゆがみからきているのかもしれません。

　バランスボールなどを使って、自分の体のゆがみ

を知り、調整しながら楽しく体を動かして、心も体

もすっきりしましょう。

と　き：７月１４日（土）午前１０時 ～１１時３０分

ところ：子育て総合支援センター「おひさま」

対　象：未就学児の保護者（２５人程度）

講　師：河本 珠紀さん（健康運動実践指導者）

準備する物： 運動できる服装、 お茶、

　　　　　　タオル、バスタオル１枚

託　児：必要な場合、申し込んでください。

申込期限：７月１１日（水）

問子育て総合支援センター「おひさま」（あ／い２２―３９１４）

中部・ものづくり指導者養成講座
受講生募集

　地域で子どもたちにものづくりや科学・技術を

教える講師を養成する講座を開講します。

７
月
21
日（
土
）

講座
基礎・指導法講座（必修科目）
　講師：土井 康作さん（鳥取大学地域学部教授）

時間 午前９時～正午

講座
残像ＬＥＤディスプレイ（選択科目）
　講師：村上 健介さん（鳥取大学工学部特任教員）

時間 午後１時～４時

７
月
22
日（
日
）

講座

木工の基礎（選択科目）
　講師：作野 友康さん（鳥取ものづくりカフェ）

　　　　薮田 道男さん（鳥取ものづくりカフェ）

　　　　岡本 尚機さん（中部ものづくり道場）

時間 午前９時～正午

講座

牛乳パックでリリアン編みしちゃおう（選択科目）
　講師：針本 美佐子さん（やわらか生活）

　　　　仲倉 理恵さん（やわらか生活）

　　　　穐田 裕美さん（やわらか生活）

時間 午後１時～２時３０分

講座
再生紙で器をつくろう（選択科目）
　講師：山本 和男さん（アトリエ・ハナミズキ）

時間 午後 2時３０分～４時

※ 基礎・指導法講座は必修科目。そのほかの選択科目は２講座

を選択してください。

ところ：伯耆しあわせの郷

定　員：各講座１０人　　　参加料：無料（要申込）

問中部ものづくり道場事務局（鳥取大学産学・地域連携推進機
構 社会貢献課内／あ０８５７―３１―６７７７／い０８５７―３１―６７０８）

アナログゲームで遊ぼう！
　テレビゲームよりおもしろい！対面コミュニ

ケーションたっぷりのアナログゲームで遊ぼう！

　０歳から遊べる、木のおもちゃ体験会も同時開

催します。

【と　き】７月１４日（土）午前１０時～正午

【ところ】上灘公民館

【対象者】

アナログゲーム：４歳～小学６年生（約５０人）

木のおもちゃ体験会：０歳以上の親子・家族

【参加費】無料（要申込・当日参加も可）

問ＮＰＯ法人こども未来ネットワーク（あ２２―１９６０／い

２７―０２７１）、または上灘公民館（あ２２―０６４０）

皆成学園交流行事

 サマーフェスタ２０１２
と　き：８月３日（金）午後２時３０分～４時

ところ：倉吉未来中心 小ホール

内　容：ステージ発表（ダンス、太鼓ほか）、児童作

品展示など

問皆成学園（あ２２―７１８８／い２２－７１８９）

2012.7（16）



から
のお知らせ

勤労青少年ホーム「リフレプラザ倉吉」
住吉町７７―１（あ２３―４８９６／い２３―４８９７）

利用時間：午前９時～午後１０時

■モーニングシネマ（無料）

　と　き： 毎週火曜日 午前１０時～

７月１０日「地上最大のショウ」

１７日「シンドバッド」

２４日「太陽がいっぱい」

３１日「ブルーハワイ」

７月の
上映予定

■文化芸術セミナー 

【演劇鑑賞セミナー】

Ａ（シェークスピア劇場）：７月１０日（火）「十二夜②」

【音楽セミナー】

Ａ（音楽鑑賞講座）：７月５日（木）「作曲家の時代」

８月２日（木）「未知の世界へ」

Ｂ（オペラを楽しむ）：８月５日（日）「フィガロの結婚」

【美術セミナー】

Ａ（モダンアート衝撃の１００年）：７月１２日（木）

「喜びの風景」

Ｂ（抽象表現絵画入門）：７月９日（月）

　※毎回、申し込みが必要。どの講座も１回５００円です。

■文化サロン（無料） 

モダンアート衝撃の１００年

７月２日（月）午前１０時～「機械天国」

■「企業を支える若いビジネス・パーソン育成講座」（無料）

　《第６期》若き経営者のための「企業家精神⑭」特別講座

　と　き：８月２日（木）午後７時～９時

　講　師：松田 龍
りゅうたろう

太郎さん（㈱ SMC）

■ミニコンサート（無料）

　♪アンサンブルｎｉｋクラリネット・コンサート
　　と　き：７月１５日（日）午後２時～

　♪小倉知子Ｓｐ・西尾昌洋Ｆｌ・コンサート
　　と　き：８月１日（水）午後６時３０分～

■伯耆しあわせの郷夏休み企画「Ｎゲージ鉄道展」

と　き：７月３１日（火）～８月１９日（日）

午前９時～午後５時

入場料：１００円

伯耆しあわせの郷
小田４５８（あ２６―５５８１／い２６―５６３３）

利用時間：午前９時～午後８時　休館日： 月曜日

■受講生募集
教室名（期間） 日　時 定員 受講料

ピラティス教室
（８月）

※ヨガマット必要

毎週水曜日
午後２時～３時

２５人
２，０００円
（４回）

３Ｂ体操教室①
（８～１２月）
※専用用具必要

毎週火曜日
午前１０時１５分
～１１時４５分

２５人
７，５００円
（１５回）

３Ｂ体操教室②
（９～１２月）
※専用用具必要

毎週木曜日
午前１０時１５分
～１１時４５分

２５人
７，５００円
（１５回）

３Ｂ体操教室③
（９～１２月）
※専用用具必要

毎週木曜日
午後２時
～３時３０分

２５人
７，５００円
（１５回）

エアロビクス教室①
（９～１２月）

毎週水曜日
午前１０時１５分
～１１時１５分

２５人
７，５００円
（１５回）

エアロビクス教室②
（９～１２月）

毎週水曜日
午後７時～８時

２５人
７，５００円
（１５回）

エアロビクス教室③
（８～１２月）

毎週土曜日
午前１０時１５分
～１１時１５分

２５人
７，５００円
（１５回）

太極拳教室②
（８～１２月）

毎週日曜日
午前１０時１５分
～１１時３０分

２０人
６，０００円
（４回）

パワーヨガ教室①
（８～１２月）
※ヨガマット必要

毎週金曜日
午後２時～３時

３０人
７，５００円
（１５回）

パワーヨガ教室②
（８～１２月）
※ヨガマット必要

毎週土曜日
午後１時３０分
～２時３０分

３０人
７，５００円
（１５回）

 受付開始： ７月６日（金）午前９時（先着順）
※各教室とも保険料が１５０円程度必要です。
※持ち物など、詳しくはお問い合わせください。

倉吉スポーツセンター
葵町591―1（あ22―5674／い22―5684）
利用時間：午前８時３０分～午後１０時

■初めての人のためのエアロビクス教室　　

と　き： ７月３１日（火）午前１０時～１１時

 ８月２１日（火）午前１０時～１１時

 ８月２８日（火）午前１０時～１１時

 ９月４日（火）午前１０時～１１時

ところ：倉吉スポーツセンター体育館

受講料：１回３５０円（保険含む）

持参する物： 飲み物（水分補給のため）、タオル、運

動靴など

受付開始：７月１０日（火）午前９時（先着順）
【問合せ】 090－3634－4796 松浦一夫

合氣道会員募集 
☆稽古日時
　月、水、木、金曜日
　18：30～20：30

合気道倉吉道場

☆稽古場所
　倉吉道場　
 （倉吉市西倉吉町254－2)

近くにお越しの際は見学だけでも結構です 
どうぞお立ち寄りください。 

（17）平成 24.7


